
消費分野のビジネスに、特に力
を入れていきたい。サンテック
パワージャパンが、36年にわ
たり住宅向けの太陽光発電シス
テム提供を行ってきた強み・ノ
ウハウを活かし、自家消費向け
のシステム提供に注力する。今
後は現行品からバージョンアッ
プした住宅向け新型ハイブリッ
ド蓄電システムを2018年４月
頃から受注を開始する。
　また、自社所有の太陽光発
電事業、そしてパネル販売、さらには
Ｏ＆Ｍサービスにも注力していく。モ
ジュールの販売量を引き上げることに

　2017年12月期の業績では２年
連続での黒字を達成できた。新たにス
タートした2018年12月期についても
スタートは順調で、今期も黒字確保を
目指す。また2017年のモジュール出
荷量についても、2016年より22％増
加することができた。弊社のモジュー
ルの安定した品質、またアフターサー
ビスが充実していることに対して、と
くに評価を頂いている。

　住宅における太陽光発電の自家

加えて、モジュール販売だけでなく、
太陽光プラスアルファという戦略のも
と事業を進めている。パワーコンディ



ショナ、蓄電池なども含めたシステム
としての販売も推進する。

　サンテックパワージャパンで
は、これまで住宅分野の事業は新築向
けをメインとしていたが、今後は工務
店などと連携し、既築向けのシステム
販売にも注力していく。弊社では既築
住宅向けのチームを新たに発足した。
合計10人ほどのチームメンバーが在籍
し、全国対応を行っている。

　ここ３年間ずっと同様のことを
申し上げているのだが、18円/kWhで
も、また16、15円という水準まで引
き下げられても、自社所有の太陽光
IPP事業を、引き続き積極的に展開し
ていきたい。18円という2018年度か
らの価格帯について、現在のシステム
のコストや、EPCにかかる費用から計
算しても、まだまだ採算性が確保でき
る水準ととらえており、入札への参加
についても検討していく。

　日本は世界的には日射量が必ず
しも多いわけではなく、またEPCにか
かるコストが高止まりしているのが現
状だが、十分なコスト低下のポテン
シャルは見込める。弊社ではこれま
で、21円/kWhの案件もすでにパイプ
ラインとして確保したものがある。稼
動中の案件も含め、現時点でIPP事業
のパイプラインとして確保している
のは合計約70MW。今後サンテック
パワージャパンでは、当面の目標と
して、年間で200MWの新規事業認定
の取得を目指している。自社のIPP事
業は、野立ての発電所を開発する案件
が中心となる。さらに、IPP事業にお
いて、裏面発電型のモジュールや、追
尾式の架台といった新たな技術も導入
していきたい。両面発電型のモジュー
ルについては、サンテックパワージャ
パンにおいても製品化に向けた技術は
整っており、上市は日本のマーケット
でのニーズ・動向を見極めて判断する
ことになる。

　順風グループの関連企業で、米
国のパウィンエナジー(Powin Energy)
社の大型蓄電池システムの日本国内に
おける販売を目指している。2019年
から事業化することを計画しており、
現在は電力会社の方々との協議など準
備を進めている。さらに、サンテック
パワージャパンでも大型蓄電池の自社
企画・開発を行う。パウィン社のシス
テムは、電力のピークカット向けの利
用実績が中心となっているが、今後は
夜間売電に適した蓄電池の開発も弊社
で行う。
　さらに、実績はまだまだ少ないも
のの、LED照明のリース事業にも取り
組んでいる。初期費用を弊社にて負担
し、省エネ効果として得られた削減額
からリース料をお客様に負担いただい
ている。契約満了後、無償でお客様に
設備を譲渡するスキームで提案を行っ
ており、これまで、マンションの共有
部や工場などへの導入を実現してき
た。今後も、順風グループのノウハウ
やシナジーを活かしたサービスの提供
に努めていきたい。

　サンテックパワージャパンは、設備容量50kW未満の
太陽光発電設備向けの低圧産業用パワーコンディショナ
２製品と、交流集電箱２製品を追加する。追加するの
は、単相２線式・接続方式単相３線の4.125kWパワコ
ン「SUN2000L-4.125KTL-JP」と、単相２線式・接続
方式単相３線の4.95kWパワコン「SUN2000L-4.95KTL-
JP｣、また単相交流集電
箱「ACBox-12/1-JP」
と、スマート交流集電
箱「SmartACBox-12/1-
JP」の合計４製品。
　これらの製品は、中
国のファーウェイ (華
為技術 )の開発品。パ
ワコンは超小型製品で
10.4kgと軽量であるた
め、作業者１名で設置

が可能。また壊れやすいヒューズや外部冷却ファンが無
いため、長期間の運用においてメンテナンス費用の抑制
が期待できる。サンテックパワージャパンは、高性能な
太陽光発電モジュールの提供とともに、ユーザーの利便
性が高く導入しやすい周辺機器のラインナップ強化に
注力していく。


